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今月のトピックス（小児科 診療部長 田中祥一朗） 

● 11 月は「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」 

児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、こどもの生命が奪われる重大な事件も

後を絶たないなど深刻な状況が続いています。 

このような状況を踏まえ、こども家庭庁では、毎年 11 月に「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャ

ンペーン」を実施し、児童虐待防止のための広報・啓発活動に集中的に取り組んでいます。 

※平成 16 年度から令和４年度までは厚生労働省において「児童虐待防止推進月間」として実施。 

 

2006 年の AI-CAP 発足以降、子どもたちを取り巻く諸問題に深い関心をお寄せいただき、さらには

AI-CAP データベース管理システムのデジタル化や地域連携が進んだことで、院内における「気づき」の

相談・報告は着実に浸透しております（詳細は AI-CAP 通信をご参照ください）。 

「日本一のまごころ病院」を合言葉に、地域の安心安全を支え続け、より一層の地域貢献を目指して

まいりますので、今後ともご協力とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

小児科関連勉強会のご案内 

 

 令和５年度「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」の標語 

あなたしか 気づいてないかも そのサイン 

■ 第 351 回 筑豊小児科医会勉強会 

●日  時：2023 年 11 月 30 日（木）18：20～19：30 

●形  式：オンライン Live 配信 

●会  場：飯塚病院 教育研修棟 4 階 424 セミナー室 

特別講演 18：30～19：30 

「小児診療は睡眠から攻める～睡眠改善のその先まで考える～」  

久留米大学医学部 小児科学講座 主任教授 山下 裕史朗先生 

＊参加ご希望の方は 11 月 30 日（木）17：00 までに事前登録をお願いいたします。 

 詳細は案内状をご確認ください。 

 

■ 第 352 回 筑豊小児科医会勉強会 

●日  時：2023 年 12 月 21 日（木）19：00～20：00 

●形  式：ハイブリッド開催 

●会  場：のがみプレジデントホテル 
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新任医師のご紹介

● 飯塚病院 小児科 医長代理 松
まつ

行
ゆき

圭
けい

吾
ご

 

10 月から飯塚病院で働かせていただくことになりました、小児科５年目の松行圭吾

と申します。 

今まで久留米大学、聖マリア病院、大牟田市立病院などを回ってきました。飯塚病院

は初めてで、また年度途中からなのでご迷惑おかけするかもしれませんが、周りの先生

方にも助けてもらいながら、僕自身早く慣れることができるように努めていきます。 

宜しくお願いします。 

 

研修医のご紹介

● 総合診療科 専攻医１年目 大谷
おおたに

 昂
あきら

 

こんにちは。10 月から 12 月までの 3 ヶ月間お世話になります、総合診療科専攻医 

１年目の大谷昂です。 

実りある研修にするため日々邁進したいと思います、よろしくお願いします。 

 

● 初期研修医 1 年目 河野
こ う の

康
こう

平
へい

 

 初期研修医１年目の河野康平と申します。愛媛県出身で大学は徳島大学と、これまで

四国で過ごし、研修を機に福岡へ参りました。 

研修では小児科疾患や、診察時の注意点、ご家族とのコミュニケーションの取り方な

ども含めて勉強できればと思っております。 

至らない点も多々あるかと思いますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

● 初期研修医 １年目 郡
こおり

 日
ひ

菜子
な こ

 

 はじめまして。初期研修医 1 年目の郡日菜子と申します。 

糸島市出身です。大学進学のため６年間熊本県で過ごしておりましたが、初期研修を

機に福岡県へ戻って参りました。 

小児科の研修では、小児特有の疾患についてももちろんですが、小児との接し方、  

保護者の方との関わり方をスタッフの皆様から学び、今後の診療に活かしていきたいと

考えています。 

至らない点も多くあるとは思いますが精一杯頑張りますので、ご指導のほど何卒よろしくお願いいたしま

す。 
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飯塚病院 月間診療のまとめ  《2023 年 8 月》 

●入院患者数 132人 ●外来患者数 1,197人 ●救命救急センター受診者数 264人 

●新生児センター入院患者数 20人 ●分娩件数 35件 ●手術件数 13件 

●主要疾患数（退院患者数：104 人） 

肺炎・気管支炎 17 痙攣及びてんかん 10 喘息 6 

新生児呼吸障害・心血管障害 6 低出生体重児  5 急性胃腸炎 4 

急性上気道感染症 4 腸重積・腸閉塞 1 その他 51 

●8月紹介件数 

小児科：142 件 小児外科：16 件 

① 

こどもクリニックもりた 

8 

① 栗原小児科内科クリニック 3 

宮嶋医院 ② 田川市立病院 2 

雪竹医院 

③ 

有松病院 

1 

④ ひじい小児科クリニック 7 いいづかこども診療所 

⑤ 
飯塚市立病院 

6 
大野小児科内科 

いいづかこども診療所 頴田病院 

⑦ 
すどうクリニック          

5 
こどもクリニックもりた          

弥永内科小児科医院 庄田整形外科        他 5 件 

 

AI-CAP 通信   

児童虐待の現状 

令和４年度中に全国232か所の児童相談所が児童虐待相談として対応した件数は、219,170件で過去最多

でした。関係機関の児童虐待防止に対する意識や感度が高まり、関係機関からの通告が増えています。 

トピックスでご紹介しましたように当院における「気づき」の相談・報告も増えており、AI-CAP発足以降

の推移は以下の通りです。 
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2006年の発足以降、児童虐待防止について一人一人が理解を深め、主体的に関わっていただきました皆様

方のお力添えの賜物です。この場をお借りしまして、厚く御礼申し上げます。 

 

小児虐待防止委員会 委員長 田中 祥一朗 

＜AI-CAP 事務局へのお問い合わせ＞ TEL：0948-88-8220（直通）FAX：0948-88-2806 

 

Pediatrics note（小児科 診療部長 大矢崇志）

９月に「子どもを地域で支える会・筑豊」という教育、福祉、医療に携わる多職種が参加する勉強会で当科

の田中祥一朗先生が「子ども虐待から社会の連携を考える」と題した発表をしました。そこで「子どものハー

ドルになっているものは何？」という問いが投げかけられ参加者で考えました。大人の理想を押し付ける  

こと、旧来から変わらない学校システム、身近に相談者がいないこと、たくさんの宿題など様々な意見が出ま

した。 

私は大人の「肩書き」が子どものハードルであり、大人のハードルだと考えました。例えば、子どもが困っ

た時、大人に相談するとします。それがお父さんだったら、正しい行動を促す役割のお父さんは、社会のルー

ルに則った正しい行動を指導するでしょう。学校に行けない子が担任の先生に相談したら、先生として登校を

促します。頭痛や腹痛のある子が小児科医に相談し、診察をしても異常（病気）がない場合、医師としてでき

ることが無いと手詰まりになる人もいるでしょう。これらは肩書きのある大人が肩書きに徹した結果、起きて

いるのかもしれません。肩書きが先に立ち、子どもが本当に伝えたいことを跳ね返していませんか？  

子どものレジリエンス（ストレス耐性）を高めるために必要なのは「安心して過ごせる安全な居場所」と「信

頼できる他者（大人）」だと言われています。学校に行けない子が学校に居場所を求めた時、身体に異常がな

くてもお腹が痛くてたまらない子が受診した時、私たちは対等に話を聴き、その子に合った対処法を肩書きの

ない一人の人間として提案できるでしょうか。肩書きを外せますか。警視庁の目暮警部は事件が起こるたびに

警部の肩書きを外して、江戸川コナンくん（7 歳）を事件現場から追い出さず、彼から貴重な気づきを得ます。

名探偵の肩書を捨てられない毛利小五郎はコナンくんを追い出そうとして毎回眠らされます。最後に事件を

解決に導くのは目暮か毛利か。明らかでしょう・・・そう、コナンくんです。 

 

 

 

 

最新の情報は飯塚病院ホームページよりご覧ください。 

また、小児科・小児外科の詳しいご紹介や診療実績は「診療科のご紹介」をご覧ください。 

外来担当表           小児科のご紹介         小児外科のご紹介 
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外来診療担当表                 2023 年 10 月 6 日現在 

 

  ※診療科部長 

 

一般外来： 

予約・紹介状必要 
月 火 水 木 金 

小児科 

初診 

荒木潤一郎 

  吉田愛梨 

  山木勇人 

神田 洋 

大矢崇志 

坂口万里江 

田中祥一朗 

坂口万里江 

廣瀬彰子 

坂口万里江 

田中祥一朗 

坂口万里江 

田中ゆかり 

  田中友規 

  松行圭吾 

再診 

岡松由記※ 

荒木潤一郎 

吉田愛梨 

山木勇人 

神田 洋 

大矢崇志 

坂口万里江 

田中祥一朗 

岡松由記※ 

坂口万里江 

廣瀬彰子 

田中ゆかり 

坂口万里江 

田中祥一朗 

岡松由記※ 

坂口万里江 

田中ゆかり 

田中友規 

松行圭吾 

小児外科 
初診 竜田恭介※ － 竜田恭介※ － 竜田恭介※ 

再診 竜田恭介※ － 竜田恭介※ － 竜田恭介※ 

専門外来：予約・紹介状必要 

新生児外来 － 神田 洋 － － － 

神経発達外来 
近藤里香子 

大矢崇志 
－ － 

近藤里香子 

大矢崇志 
－ 

循環器外来 － 寺町陽三 
平田悠一郎 

（第 2,4） 
－ － 

内分泌外来 － － 
古賀木綿子 

（第２） 
－ 

八ツ賀秀一 

(第１または第２) 

西岡淳子 

（第４） 

腎臓外来 － 荒木潤一郎 － － 
荒木潤一郎 

（第 3） 

血液内科外来 － － － － 
安藤昭和 

(不定期：第４） 

アレルギー外来 － － 田中祥一朗 － － 

1 ヶ月健診(金曜午後) － － － － 担当医 

[ 
交
代
制 


